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題字　山田方谷自筆書状より

令和７年（2025）

広報

月月

健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

健やかな成長を願って
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容

○○たくさんの出逢いをありがとう(宇治・松原小学校閉校)（P２～）たくさんの出逢いをありがとう(宇治・松原小学校閉校)（P２～）
○５月 10 日～ 16 日は愛鳥週間です (P ４)○５月 10 日～ 16 日は愛鳥週間です (P ４)
○令和７年度 当初予算の概要 (P ５～ )○令和７年度 当初予算の概要 (P ５～ )
○市民のページ（P30 ～）○市民のページ（P30 ～）

　３月 28 日～４月６日の間、本町の町家通りで、第 18 回備中　３月 28 日～４月６日の間、本町の町家通りで、第 18 回備中
たかはし町家通りの雛まつり( 同実行委員会主催 ) が開催されたかはし町家通りの雛まつり( 同実行委員会主催 ) が開催され
ました。期間中は、民家や商店で歴史あるひな人形などが飾らました。期間中は、民家や商店で歴史あるひな人形などが飾ら
れたほか、会場近くの紺屋川筋の桜も満開を迎え、市内外かられたほか、会場近くの紺屋川筋の桜も満開を迎え、市内外から
訪れた多くの人の目を楽しませていました。訪れた多くの人の目を楽しませていました。
(11 ページに関連記事 )(11 ページに関連記事 )



松原小学校松原小学校
明治６年に松岡村を学区として、明治６年に松岡村を学区として、導導

どうもうどうもう
蒙蒙小学校と称し創立されました。進んで学び、自分の思いや考え小学校と称し創立されました。進んで学び、自分の思いや考え

を表現できる生徒の育成を教育目標に掲げ、学校・家庭・地域の連携を深めて、ふるさと松原を愛するを表現できる生徒の育成を教育目標に掲げ、学校・家庭・地域の連携を深めて、ふるさと松原を愛する
心を持つ生徒を送り出してきました。最後となった令和７年の卒業生は１人で、これまでに多くの卒業心を持つ生徒を送り出してきました。最後となった令和７年の卒業生は１人で、これまでに多くの卒業
生を送り出した松原小学校は 152 年の歴史に幕を閉じました。生を送り出した松原小学校は 152 年の歴史に幕を閉じました。

３年生のときの運動会で「マーチング松原」をした
ことが心に残っています。体育の時間に一生懸命練習
して、私は小旗を持ち大旗についていきました。先生
方や友達と一緒に過ごした小学校に人が居なくなるの
はさみしいですが、６年間支えてくださり、感謝の気
持ちでいっぱいです。中学校では、松原小学校で学ん
だことを生かして、勉強と部活の両方とも頑張りたい
です。また、大勢の人の前は緊張するので、堂々とは
きはきして話せるようになりたいです。大大

おおにしおおにし
西西　　紗紗

さ らさ ら
楽楽さんさん

( 令和７年３月１８日卒業 )( 令和７年３月１８日卒業 )

ありがとう～ありがとう～ 宇治小学校
松原小学校

閉　校
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～たくさんの出逢いを～たくさんの出逢いを
宇治小学校宇治小学校

宇治小学校は、明治７年に前身となる３つの小学校が創立され、統合、改称を経て現在の「宇治小学宇治小学校は、明治７年に前身となる３つの小学校が創立され、統合、改称を経て現在の「宇治小学
校」となりました。地域に密着した特色ある学びと、高校とも連携し地域とともに歩んできた生徒や保校」となりました。地域に密着した特色ある学びと、高校とも連携し地域とともに歩んできた生徒や保
護者、地域の皆さんに愛されました。最後となった令和 7 年の卒業生は３人で、これまでに多くの卒業護者、地域の皆さんに愛されました。最後となった令和 7 年の卒業生は３人で、これまでに多くの卒業
生を送り出した宇治小学校は 151 年の歴史に幕を閉じました。生を送り出した宇治小学校は 151 年の歴史に幕を閉じました。

三村　彩華さん
閉校プロジェクトの企画や、

ポスターを制作したことが心に
残っています。宇治でしかでき
ないことができたし、頑張って
取り組めました。母校が閉校に
なるのはとてもさみしいですが、
高校の皆さんが使ってくれて建
物は残るのでこれからも（学校
を）大切にしてほしいです。先生
方、宇治小学校、地域の皆さん
色々な経験をさせてくれてあり
がとう！

笹治　柊斗さん
みんなで行った修学旅行が心

に残った思い出です。行く前に
事前に（見学するものについて）
調べて行ったので現物を見て感
動しました。母校が閉校となり
とても悲しいですが先生方や宇
治小学校、地域の皆さんにはお
世話になり感謝の気持ちです。

中学校では野球部に入って野
球が上手になりたいです。また、
実家に牛がいるので将来は酪農
関係の学校も目指し頑張ってい
きます！

松野　虎太朗さん
陸上記録大会の走り幅跳びで

１位になったことが思い出です。
走ることが大好きなのでとても
嬉しかったです。母校が閉校に
なるのは悲しいですが、いつま
でも宇治小学校を愛しています。

先生大好きです！ 中学校で
は、宇治小学校で学んだことを
生かし、理科を頑張ります。ま
た、柊斗くんに負けないくらい、
部活も頑張りたいです！

左から左から
三三
み む らみ む ら

村村　　彩彩
あ や かあ や か

華華さんさん　　笹笹
さ さ じさ さ じ

治治　　柊柊
しゅうとしゅうと

斗斗さんさん　　松松
ま つ のま つ の

野野虎虎
こ た ろ うこ た ろ う

太朗太朗さんさん
( ３人とも令和７年３月２０日卒業 )( ３人とも令和７年３月２０日卒業 )
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５月10日～16日５月10日～16日はは
愛愛
バードウィークバードウィーク

鳥週間鳥週間ですです
高梁川水系のシンボルであり、市民みんなで美高梁川水系のシンボルであり、市民みんなで美

しい環境を守る象徴として、市の鳥を「ヤマセミ」しい環境を守る象徴として、市の鳥を「ヤマセミ」
としています。今や絶滅危惧種となっているヤマとしています。今や絶滅危惧種となっているヤマ

セミですが、その個体数の少なさ故にご存じでない人もいらっセミですが、その個体数の少なさ故にご存じでない人もいらっ
しゃるのではないでしょうか。今回は、高梁野鳥の会の黒田聖しゃるのではないでしょうか。今回は、高梁野鳥の会の黒田聖
子会長へ、ヤマセミの生態や現状などについてお話を伺いまし子会長へ、ヤマセミの生態や現状などについてお話を伺いまし
た。た。

ヤマセミは、絶滅危惧Ⅱ類に指定されており、個体数はヤマセミは、絶滅危惧Ⅱ類に指定されており、個体数は
少なく、生息地は県内全域に局所的です。1980 年代には少なく、生息地は県内全域に局所的です。1980 年代には
180 羽程度が確認されていましたが、2017 年には 20 羽180 羽程度が確認されていましたが、2017 年には 20 羽
程度までに激減しています。今後も個体数が減少する可能程度までに激減しています。今後も個体数が減少する可能
性が高く、営巣地となる土崖の減少や採食に適した河床環性が高く、営巣地となる土崖の減少や採食に適した河床環
境が減少しているため、分布が拡大しているカワウとの競境が減少しているため、分布が拡大しているカワウとの競
合など餌生物の減少も危惧されています。合など餌生物の減少も危惧されています。

高梁市での観察例は 2022 年の３月以降まったくなく、高梁市での観察例は 2022 年の３月以降まったくなく、
本当に危機的状況です。手探りの状態ですが、ヤマセミを本当に危機的状況です。手探りの状態ですが、ヤマセミを
含め、自然を守っていくために今後も活動を続けていきた含め、自然を守っていくために今後も活動を続けていきた
いと考えています。皆さんにもまずは野鳥や自然についていと考えています。皆さんにもまずは野鳥や自然について
関心を持っていただきたいと考えていますので、もし気に関心を持っていただきたいと考えていますので、もし気に
なることなどがあればいつでも高梁野鳥の会へご連絡くだなることなどがあればいつでも高梁野鳥の会へご連絡くだ
さい。高梁の豊かな自然を守るため、一緒に考えていきまさい。高梁の豊かな自然を守るため、一緒に考えていきま
しょう！しょう！

また、5 月 11 日（日）に高梁自然公園で愛鳥週間にちなまた、5 月 11 日（日）に高梁自然公園で愛鳥週間にちな
んだバードウォッチングを行います。双眼鏡の貸し出しも行んだバードウォッチングを行います。双眼鏡の貸し出しも行
い、初めての人も大歓迎ですのでぜひご参加ください。詳い、初めての人も大歓迎ですのでぜひご参加ください。詳
しくは、高梁野鳥の会☎ 090-5136-7143 へご連絡いただしくは、高梁野鳥の会☎ 090-5136-7143 へご連絡いただ
くか、高梁野鳥の会公式 LINE よりお問い合わせくか、高梁野鳥の会公式 LINE よりお問い合わせ
ください！ください！

高梁野鳥の会　高梁野鳥の会　黒黒
く ろ だく ろ だ

田田  聖聖
せ い こせ い こ

子子  会長会長

（平成 17 年９月７日に市の鳥として制定）（平成 17 年９月７日に市の鳥として制定）
分　　類：分　　類：ブッポウソウ目カワセミ科（カワセミと同じ仲間）ブッポウソウ目カワセミ科（カワセミと同じ仲間）
分　　布：分　　布：日本では北海道・本州・四国・九州の山地の川や湖沼・ダムなどに留鳥として分日本では北海道・本州・四国・九州の山地の川や湖沼・ダムなどに留鳥として分

布布
生息状況：生息状況：山麓から山地の渓流やダム湖などで、水辺の横枝や岩場・電線などに止まって魚山麓から山地の渓流やダム湖などで、水辺の横枝や岩場・電線などに止まって魚

をねらって水中に急降下して魚を捕獲する。急勾配な土手や崖に巣穴を掘って巣をねらって水中に急降下して魚を捕獲する。急勾配な土手や崖に巣穴を掘って巣
作りをするが、その様な崖が少なくその生息数も近年激減した。作りをするが、その様な崖が少なくその生息数も近年激減した。

ヤマセミ
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歳入

市税 15.7％
38億6464万円
市税 15.7％
38億6464万円

繰入金 5.9％
14億4397万円
繰入金 5.9％
14億4397万円

その他自主財源 5.6％
13億9154万円
その他自主財源 5.6％
13億9154万円

地方交付税 41.0％
100億8000万円
地方交付税 41.0％
100億8000万円

国庫支出金 10.4％
25億6772万円
国庫支出金 10.4％
25億6772万円

県支出金 5.3％
13億74万円
県支出金 5.3％
13億74万円

市債 10.5％
25億8710万円
市債 10.5％
25億8710万円

その他依存財源 5.6％
13億6429万円
その他依存財源 5.6％
13億6429万円

自自主主
財財
源源
27.2％27.2％

依依
存存
財財
源源
72.8％72.8％

歳出

人件費 19.1％
47億836万円
人件費 19.1％
47億836万円

扶助費 10.7％
26億2599万円
扶助費 10.7％
26億2599万円

公債費 14.5％
35億5367万円
公債費 14.5％
35億5367万円

普通建設事業費 12.1％
29億8670万円
普通建設事業費 12.1％
29億8670万円

災害復旧費 2.4％
５億7593万円
災害復旧費 2.4％
５億7593万円

物件費 17.3％
42億5403万円
物件費 17.3％
42億5403万円

維持補修費 0.5％
1億3274万円
維持補修費 0.5％
1億3274万円

補助費等 15.8％
38億8875万円
補助費等 15.8％
38億8875万円

積立金 0.7％
１億7754 万円
積立金 0.7％
１億7754 万円

繰出金 6.5％
15億8958 万円
繰出金 6.5％
15億8958 万円

その他 0.4％
1億671万円
その他 0.4％
1億671万円

義務的経費
44.3％
義務的経費
44.3％

投資的経費
14.5％
投資的経費
14.5％

消費的経費
33.6％
消費的経費
33.6％

その他経費
7.6％

その他経費
7.6％
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  令和７年度　当初予算の概要

会計名 予算額 対前年増減率

国民健康保険特別会計（事業勘定） 36 億 786 万円 -0.7%

へき地診療所特別会計 1040 万円 -39.6%

後期高齢者医療特別会計 6 億 4083 万円 -4.7%

介護保険特別会計（事業勘定） 52 億 9224 万円 0.6%

介護保険特別会計（サービス勘定） 5895 万円 5.1%

養護老人ホーム特別会計 2 億 8889 万円 2.6%

特別養護老人ホーム特別会計 2 億 9187 万円 -3.5%

畑地かんがい事業特別会計 2988 万円 29.3%

地域開発事業特別会計 1 億 7192 万円 -50.6%

巨瀬財産区特別会計 623 万円 2.9%

宇治財産区特別会計 753 万円 3.9%

有漢財産区特別会計 476 万円 248.2%

一般会計
総額２４６億円（前年度比 12.1% 減）

特別会計
総額１０４億１１３６万円（前年度比1.9%減）

公営企業会計
総額７０億４６９４万円（前年度比 4.8% 減）

福祉や道路、教育、消防など、市の基本的な収入と
支出を管理する会計です。

国民健康保険など、特定の収入により特定の事業を
行うための会計です。

病院、水道、下水道事業のように独立採算により特
定の事業を行うための予算です。

会計名 予算額 対前年増減率

国民健康保険成羽病院事業会計 27 億 1038 万円 -3.5%

水道事業特別会計 19 億 3783 万円 -0.1%

下水道事業特別会計 23 億 9873 万円 -9.5%

5 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



「市民が幸せを実感できるまちづくり」へ向けた予算
令和７年度の主な事業を総合計画に掲げる６つの分野に分けて紹介します。

③【健康・福祉】心のつながりを大切に支え合い助け合う健康のまち
◦介護人材確保等対策事業（714万円）

　市内介護事業所と連携し、介護人材の確保と市内への就業を図るため、介護福祉士の資格取得へ
の支援のほか、復職への支援や業務効率化などに取り組む介護事業所に対して補助金を交付する。
また、介護事業所における法定研修や ICT 化・業務改善関連のスキルアップ研修などを専門的な
知識を持った講師に依頼し合同で開催することで、事業所の負担軽減と効果向上を図る。
◦予防接種事業（帯状疱疹）（833万円）

　帯状疱疹ワクチンを接種したことのない 65 歳の人を対象に、定期接種の機会を設ける。ただし、
5 年間の経過措置として 65 歳以上の 5 歳刻みの年齢（70、75、80、85、90、95、100 歳）の
人も対象とする。※令和７年度に限り、100 歳以上は全員対象
◦給食材料費補助事業（137万円）

　物価高騰による保護者の負担を軽減するため、私立保育園・こども
園の給食材料費高騰分に対し補助金を交付する。（公立校・園について
も、同様に保護者の負担を軽減するため、高騰分を市費で負担する）
◦保育士奨学金返還支援事業（120万円）

　市内の就学前施設に勤務する保育士等に対し、奨学金返還金の一部
を助成する。

②【環境・社会基盤】美しい自然環境と快適な生活基盤が調和した安心・安全のまち
◦スマートエネルギー導入促進事業（3,000 万円）

　カーボンニュートラルの実現に向け、太陽光発電システムや蓄電池などの導入、省エネルギー性
能の高い高効率給湯器や高効率エアコンヘの買替えなどに対して費用の一部を助成する。
◦防犯カメラ設置事業（600万円）

　街頭犯罪の抑止、地域防犯活動の支援を目的として、町内会などが実施する防犯カメラの設置に
対して補助金を交付する。
◦空き家相談窓口運営事業（913万円）

　多様化する空き家問題を利活用につなげるため、専門知識を有する事業
者に業務委託し、移住・空き家相談および空き家情報バンク業務を行う。
◦高校生バス路線等通学支援事業（1,100 万円）

　高等学校などにバスを利用して通学する生徒の保護者に対し、通学定期
券購入費用の一部を補助することにより、保護者負担の軽減および路線バ
スの利用の促進を図る。

①【産業・雇用】地域産業・地域資源を活かした活力あるまち
◦農地耕作条件改善事業（1,100 万円）

　農業の担い手や新規就農者用の農地確保のため、農地集積を行い農業団地を整備する。
◦森林環境譲与税活用事業（1,914 万円）

　森林経営管理制度による民有人工林の状況調査費用、災害の未然防止や森林資源の保全および活
用を進めるための森林整備に対し補助金を交付する。
◦２次交通運行助成事業（180万円）

　岡山空港や備中高梁駅などの公共交通拠点から市内の宿泊地や観
光施設などへのレンタカー利用に対して助成金を交付する。
◦古民家再生事業（687万円）

　吹屋地区の更なる観光振興を進めるため、「町家ステイ吹屋　千枚」
の 2 棟目にあたる古民家の整備を行う。
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④【教育・文化・スポーツ・共生社会】たくましく豊かな心を未来へつなぐ学びのまち
◦県立高校魅力化事業（984万円）

　市内における高等学校の魅力化と教育体制の継続による地方創生を
実現するため、高校魅力化に関する事業を実施する。（高等学校生徒
鉄道通学費助成を追加）
◦山田方谷 150年祭記念事業（300万円）

　山田方谷の没後 150 年となる令和 8 年に向けて記念事業を実施す
ることで、改めてその偉業を顕彰し、全国に向けて知名度の向上を図
る。
◦ジュニア陸上教室開催委託事業
（55万円）
　スポーツ協会と連携し、高梁市
在住のオリンピアンが指導する陸
上教室を実施する。

⑥【横断的政策】移住定住の促進、防災対策の強化、S
ソ サ エ テ ィ
ociety5.0 の推進

◦子育て世帯向け賃貸住宅建設促進事業（2,000 万円）
　定住人口の拡大と地域経済の活性化を図るため、市内において世帯向け賃貸住宅を建設する個人、
または法人に対し建設費用の一部を助成する。
◦建設技師養成事業（360万円）

　市内公共工事などの安定的かつ継続的な施工および管理を目的に、土木・建築技能者を目指す学
生に奨学金を貸し付ける。（5 万円 / 月）
◦養護老人ホーム ICT機器導入事業（527万円）

　ケア記録・看護記録などを一体的に管理できるシス
テムの導入により、業務効率化を図るとともに、入所
者ケアの質の向上を図る。
◦人工衛星を利用した漏水調査実施事業（1,360 万円）

　人工衛星を活用して市内全域における漏水可能性区
域を特定し、効率的な漏水調査を実施することで有収
率の向上を図る。

⑤【協働・行財政運営】多様な主体との連携・協働による持続可能なまち
◦まちづくり支援事業（782万円）

　住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図るため、コミュニティの需要に応じた設備の整
備や、地域のまちづくり事業を支援する。
◦地域集会所 LED照明交換事業（2,000 万円）

　地域集会所の照明を蛍光灯などから LED へ交換
する費用の一部を助成する。
◦道路等維持管理作業報奨金交付事業（1,751 万円）

　道路などの維持管理作業を行った町内会などに対
して報奨金を支給する。
◦みらい共創チャレンジ事業
　（学園文化都市づくり事業）（50万円）

　市内の中学校・高校・大学生が企画する、地域課
題解決に取り組む活動や、まちを盛り上げる活動に補
助金を交付し、若者の挑戦と学びと成長を支援する。

  「市民が幸せを実感できるまちづくり」へ向けた予算

7 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です
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  機構が変わりました・定期人事異動
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と本　

武た
け
し士

有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 
宮み

や
も
と本　

哲て
つ
ゆ
き行

こ
ど
も
教
育
課
長 

三み
や
け宅　
美み

や弥

備
中
保
育
園
長 

宮み
や
も
と本　
和か

ず
え恵

高
梁
こ
ど
も
園
長 

藤ふ
じ
も
り森　

元も
と
こ子

有
漢
こ
ど
も
園
長 

堀ほ
り
え江　

典の
り
こ子

成
羽
こ
ど
も
園
長 

川か
わ
ぐ
ち口　

尚な
お
こ子

川
上
こ
ど
も
園
長 

井い
の
う
え上　

宏ひ
ろ
み美

社
会
教
育
課
長 

亀か
め
や
ま山　

智と
も
ひ
ろ弘

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

野の
ぐ
ち口　

和か
ず
の
り則

高
梁
地
域
事
務
組
合

事
務
局
長 

今い
ま
か
わ川　
貴た

か
と
し命

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

消
防
署
主
査
【
消
防
司
令
補
】 

川か
わ
も
と本　
雅ま

さ
ゆ
き之

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
薬
局
主
任
薬

剤
師 

継つ
ぎ
や
ま山　
敬け

い
こ子

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
看
護
部
看
護

助
手
主
任 

川か
わ
か
み上　

久ひ
さ
こ子

土
木
部
参
与　

兼　

建
築
営
繕
室
長　

【
特
定
任
期
付
職
員
】 

大だ
い
ふ
く福　
範の

り
よ
し義

教
委　
参
与
【
特
定
任
期
付
職
員
】

 

福ふ
く
は
ら原　

洋よ
う
こ子

消
防
本
部
次
長　
兼　
消
防
署
長
【
消

防
司
令
】 

矢や
ぶ
き吹　

洋ひ
ろ
と人

総
務
部
監
理
課
長 

川か
わ
か
み上　

啓け
い
じ二

健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
長
代
理

 

三み
む
ら村　

玲れ
い
こ子

消
防
署
長
代
理
【
消
防
司
令
】 

川か
わ
か
み上　

泰や
す
し司

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
事
務
局
長

 

江え
ぐ
さ草　
伸し

ん
す
け介

教
委　
高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

 

井い
の
う
え上　

哲て
つ
や也

教
委　
川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

 

細ほ
そ
か
わ川　

幸こ
う
じ嗣

消
防
本
部
警
防
課
長
補
佐
【
消
防
司

令
】 

大お
お
く
ら倉　

慶よ
し
の
ぶ信

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
看
護
部
外
来

看
護
師
長 
川か

わ
か
み上　
智と

も
こ子

総
務
部
総
務
課
付 

中な
か
む
ら村　
雄ゆ

う
い
ち一

総
務
部
総
務
課
付 

安や
す
い井　

一か
ず
ま
さ雅

土
木
部
建
設
課
建
設
係
長 

藤ふ
じ
も
り森　
大だ

い
す
け資

市
民
生
活
部
環
境
課
環
境
衛
生
係
長

 

山や
ま
川か

わ
美み

佐さ

子こ

健
康
福
祉
部
成
羽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
任
介
護
福
祉
士 

浅あ
さ
ぬ
ま沼　

仁ひ
と
み美

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
看
護
部
看
護

主
任 

浅あ
さ
ぬ
ま沼　
晴は

る
み美

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
看
護
部
看
護

主
任 

野の

口ぐ
ち
由ゆ

紀き

子こ

教
委　
川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食

調
理
員
主
任 

松ま
つ
も
と本　
卓た

く
や也

教
委　
高
梁
幼
稚
園
主
任
教
諭 

藤ふ
じ
い井　

朝あ
さ
こ子

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
健
診
室（
看

護
師
） 

渡わ
た
な
べ辺　

淑よ
し
み美

総
務
部
税
務
課（
主
事
） 

山や
ま
も
と本　

洋ひ
ろ
と人

土
木
部
上
下
水
道
課（
主
事
） 藤ふ

じ
い井　

智と
も
ひ
ろ裕

土
木
部
西
部
土
木
事
務
所（
主
事
）

 

日ひ
だ
か高　
琢た

く
ろ
う郎

健
康
福
祉
部
福
祉
課（
主
事
） 三み

む
ら村　

和か
ず
や也

健
康
福
祉
部
福
祉
課（
主
事
） 園そ

の
だ田　

将ま
さ
ひ
ろ大

消
防
本
部
予
防
課
【
消
防
士
】 

菊き
く
た田　

　
唯ゆ

い

監
査
事
務
局（
書
記
） 

芳は

が賀　
正ま

さ
ゆ
き行

新
規
採
用
職
員（
４
月
１
日
付
）

総
務
部
総
務
課（
主
事
） 

勢せ
む
ら村　
由ゆ

い衣

総
務
部
税
務
課（
主
事
） 

江え

草ぐ
さ
菜な

な々

美み

総
務
部
税
務
課（
主
事
） 

森も
り
も
と元　
奈な

ち茅

産
業
経
済
部
農
林
課（
主
事
） 伊い

と
う藤　

舞ま
ひ
ろ優

産
業
経
済
部
観
光
課（
主
事
） 田た

し
ま島　
和か

ず
や哉

土
木
部
建
設
課（
主
事
） 

平ひ
ら
ま
つ松　
元げ

ん
き輝

土
木
部
上
下
水
道
課（
主
事
） 月つ

き
も
と本　
　
惇

ま
こ
と

市
民
生
活
部
環
境
課（
主
事
） 小こ

村む
ら
日ひ

陽よ

利り

健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課（
主
事
）

仲な
か
た田　

梨り

く玖

健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課（
保
健
師
）

 

島し
ま
だ田　
湖こ

こ
ろ心

健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課（
主
事
）

渡わ
た
な
べ辺　
葉よ

う宇

消
防
署
【
消
防
士
】 

佐さ
と
う藤　

亮り
ょ
う
た太

消
防
署
【
消
防
士
】 

藤ふ
じ
の野　

昌ま
さ
や也

消
防
署
【
消
防
士
】 

田た
は
ら原　

大だ
い
す
け輔

消
防
署
【
消
防
士
】 

原は
ら
だ田　

凌り
ょ
う
が駕

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
検
査
室（
臨

床
検
査
技
師
） 

倉く
ら
も
と本　
真ま

り里

国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
看
護
部（
看

護
師
） 

船ふ
な
こ
し越　

優ゆ
う
か花

教
委　
有
漢
こ
ど
も
園（
管
理
栄
養
士
）

 

平ひ
ら
ま
つ松　

愛ま
な
み海

教
委　
社
会
教
育
課（
主
事
） 小こ

ば
ら原　

愛ま
な
み美

定期人事異動

10令和７年（2025）４月



　期間中は、民家や商店で歴史あるひな人形や手作りのひな人形などが飾　期間中は、民家や商店で歴史あるひな人形や手作りのひな人形などが飾
られたほか、４月５日～６日には町家通りを歩行者天国として飲食店や雑られたほか、４月５日～６日には町家通りを歩行者天国として飲食店や雑
貨のブースが並び、訪れた人たちは個性豊かなひな人形たちを見て笑顔を貨のブースが並び、訪れた人たちは個性豊かなひな人形たちを見て笑顔を
見せていました。見せていました。
　また、会場近くの紺屋川筋の桜も満開を迎え、イベントに彩りを添えて　また、会場近くの紺屋川筋の桜も満開を迎え、イベントに彩りを添えて
いました。いました。

備中たかはし 町家通りの雛まつり備中たかはし 町家通りの雛まつり
３月 28日～４月 6日　本町

副市長に中
なかやま

山 均
ひとし

氏
３月定例市議会において、中山均さん（59）の副市長選任が同意され、新しく

就任しました。任期は令和7年4月1日から令和11年3月31日までの4年間。
中山副市長は、昭和 63 年 4 月に岡山県職員となり、教育委員会事務局財務

課長、農林水産部次長、県民生活部次長、美作県民局長、農林水産部長を歴
任。令和 7 年 3 月に岡山県を退職しました。　　　  問秘書企画課☎ 21-0201

高梁市消防団長に加
か と う

藤 浩
ひろゆき

之氏
４月１日付けで高梁市消防団長に加藤浩之さんが新しく就任しました。
加藤消防団長は、昭和 58 年に巨瀬分団に入団されて以来、巨瀬分団長、

消防団本部長を経て、平成 29 年から令和７年３月までの８年間、消防団副
団長を歴任されました。
問消防総務課☎ 21-0122

  お知らせ

11 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



第
33
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会

（
３
月
・
岡
山
県
）優
勝

第
43
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会	

（
３
月
・
千
葉
県
）

１
回
戦
敗
退

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
兼
第
21
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中

学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
・
宮
崎
県
）２
回
戦
敗
退

第
24
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
・
千
葉
県
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
９
位

第
56
回
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
全
国
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
・
東
京
都
）１
勝
２
敗

全
国
大
会
出
場

福地学園が文部科学大臣表彰を受賞しました
　福地学園コミュニティ・スクールと福地地域学校協
働活動本部の「小規模校の強みを生かした、地域と学
校の連携・協働」について表彰を受け、３月１１日に
福地小学校区地域学校協働活動推進員の近

こんどう
藤奎

け い ご
吾さん

および福地学園の先生が市長への表敬訪
問に来られました。

問社会教育課☎ 21-1514

ヤンキース岡山Young
秋
あきやま
山　永

と わ
遠さん

（高梁中学校 2 年）

高梁高等学校・新見高等学校合同チーム
大
おおはし
橋　一

いっしん
心さん　岡

おかもと
本　蒼

そうご
悟さん

（高梁高校 2 年）　 （高梁高校 1 年）

藤
ふじの
野　兼

けんしん
臣さん

（高梁北中学校 1 年）

総社ジュニア
松
まつおか
岡　葵

あおい
依さん

（成羽小学校 5 年）

KIZUNA
逸
へん み
見　奈

な お
央さん

（落合小学校 6 年）

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

 功績・栄光をたたえます

12令和７年（2025）４月



 

く
ら
し

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド
受 け 取 り 時 間 外 窓 口

次回の開設日時・場所
５月24日（土）　午前10時～正午　市役所1階　市民課
　日時が変更になる場合がありますので、最新の情
報については市ウェブサイトをご覧いただくか、お
問い合わせください。
問市民課　☎ 21-0253

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
の
一
体
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
運
転
免
許

証
と
し
て
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
時
間　
（
平
日
）午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

７
２
４-

２
２
０
０

宿直業務の民間委託について
これまで平日夜間の電話対応や戸籍事務などの対応は職員が行っていましたが、４月

１日（火）より委託先の警備員が行います。
なお、閉庁日（土日祝日等）の日直業務については、引き続き職員が行います。
緊急でないご用件については、開庁時間（午前８時 30 分から午後５時 15 分、土曜日、

日曜日、祝日および 12 月 29 日から翌年１月３日を除く）にお問い合わせください。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問総務課☎ 21-0200

「埋・火葬許可申請」および「高梁市斎場等使用許可申請」等の受付時間について
　宿直業務の民間委託に伴い、受付時間が次のとおり変更となります。
◦埋・火葬許可申請および高梁市斎場等使用許可申請の受け付けは、開庁日（平日）・閉

庁日（土日祝日等）ともに、午前８時３０分から午後５時１５分まで行います。
【受付窓口】
・開庁日（平日）：市民課（死亡届）および環境課（埋・火葬許可申請）、または各地域局
・閉庁日（土日祝日等）：本庁宿日直室（日直職員が受け付けを行います）

　死亡届および高梁市斎場（火葬炉等）使用の仮予約については、夜間でも委託先の警備
員が受け付けを行います。
　夜間（午後５時１５分から翌日午前８時３０分まで）は許可申請の受け付けは行いませ
んので、ご注意ください。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問環境課☎ 21-0259

 お知らせ

13 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



令和７年度の
国民年金保険料は
月額 17,510 円です

納付書　クレジットカード

口座振替　インターネット納付

決済アプリ　で納付できます。
　保険料が割引になる「前納」や納付が困難
な時の「保険料免除制度」もあります。
　詳しくは高梁年金事務所、または市民課へ
お問い合わせください。
問市民課☎ 21-0252

日本年金機構高梁年金事務所☎21-0570（案
内に沿って②→②の順に押してください）

キ シ レスャ ュッ
　毎月 10 日は、窓口で「キャッシュレス推進
強化デー」として取り組みます。

※10日が休日の場合は翌開庁日

令和７年４月以降、
税務署窓口で、納付手続と証明
手続をご希望の場合は、
月・水・木曜日の午前 9 時
から午後４時までの間で、
お手続をお願いします。

問い合わせ先　高梁税務署☎22-2546

納付手続は 税務署・金融機関において
国税を納付される人へ

オンライン手続
証明手続は 税務署において

納税証明を請求される人へ

PDF請求
の場合
来署不要

５
月
５
日
～
11
日
は
こ
ど
も

ま
ん
な
か
児
童
福
祉
週
間
で
す

令
和
７
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

「
い
つ
だ
っ
て

ま
ん
ま
る
ま
ん
な
か

こ
ど
も
た
ち
」

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５

月
５
日
か
ら
１
週
間
を
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
家
族
で
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
、

子
ど
も
自
身
の
不
安
や
悩
み
、
夢
や
将

来
の
希
望
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
こ
ど
も
未
来
課 

☎
21-

０
２
８
８

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

緑
化
の
推
進
に
協
力
い
た
だ
け
る
町

内
会
・
任
意
団
体
な
ど
は
募
金
を
取
り

ま
と
め
、
農
林
課
、
各
地
域
局
、
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
５
月
30
日（
金
）ま

で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
緑
の

募
金
事
業
と
し
て
実
施
す
る
苗
木
の
配

布
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
21-

０
２
２
５

国
道
１
８
０
号
の
終
日

片
側
交
互
通
行
の
お
知
ら
せ

道
路
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
国
道

１
８
０
号
の
か
さ
上
げ
工
事
に
伴
い
、

片
側
交
互
通
行
を
行
い
ま
す
。

日
時　
令
和
7
年
5
月
～
令
和
8
年
3

月（
予
定
）

場
所　
総
社
市
日
羽
地
区

詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省

岡
山
国
道
事
務
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局
岡

山
国
道
事
務
所 

工
務
課

☎
０
８
６-

２
１
４-

２
３
０
９

盛
土
規
制
法
に
よ
り
規
制

が
開
始
さ
れ
ま
す

岡
山
県
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
盛
土

規
制
法
に
基
づ
く
規
制
区
域
が
指
定
さ

れ
、
高
梁
市
全
域
も
規
制
区
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
定
規
模
を
超
え
る
盛
土
な
ど

の
工
事
に
つ
い
て
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課 

☎
21-

０
２
３
８

14令和７年（2025）４月



用
水
路
な
ど
へ
の
転
落
に

注
意

農
繁
期
と
な
り
、
用
水
路
付
近
で
の

作
業
が
増
え
る
と
、
用
水
路
な
ど
へ
の

転
落
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
作
業
時
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
が
必
要
な
場
所

次
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
誤
っ
て
足

を
踏
み
外
し
た
り
、
水
路
の
存
在
に
気

付
か
ず
に
転
落
し
た
り
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

①
用
水
路
沿
い
の
細
い
道

②
水
路
と
道
路
が
交
差
す
る
場
所

③
街
路
灯
な
ど
が
少
な
い
水
路
沿
い
の

道
な
ど

○
転
落
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
作
業
車
な
ど
の
ラ
イ
ト
は
必
ず
点
灯

し
ま
し
ょ
う

②
夕
暮
れ
や
夜
間
に
歩
く
と
き
は
手
持

ち
ラ
イ
ト
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

③
携
帯
電
話
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
操
作

す
る
の
は
止
め
て
、
前
を
見
て
歩
き

ま
し
ょ
う

④
作
業
に
必
要
な
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

問
建
設
課 

☎
21-

０
２
３
２

高
梁
市
青
少
年
健
全
育
成

基
金
助
成
金
交
付
事
業

市
で
は
、
全
国
規
模
の
大
会
、
コ
ン

ク
ー
ル
、
発
表
会
、
競
技
会
な
ど
の
参

加
費
用
に
つ
い
て
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

【
対
象
】
個
人
…
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
、
ま
た
は
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
義
務

教
育
学
校
、
も
し
く
は
高
校
に
在
籍
す

る
18
歳
以
下
の
人

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
青
少
年
を
指

導
す
る
人

団
体
…
市
内
に
所
在
し
、
青
少
年
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
団
体
や
学
校
園

※
申
請
方
法
や
助
成
額
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
社
会
教
育
課 

☎
21-

１
５
１
４

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
21-

０
１
５
２

災害時の炊き出しの実施に関する協定
　３月 25 日、市と一般社団法人岡山県キッチ
ンカー協会は「災害時におけるキッチンカーに
よる炊き出しの実施等に関する協定」を締結し
ました。避難所等で食料の提供が必要となった
際にキッチンカーを用いた炊き出しの実施協力
を要請することができるようになりました。

災害時の支援物資などの配送に関する協定
　３月 18 日、市と佐川急便株式会社中国支店
は「災害時における支援物資の受け入れおよび
配送等に関する協定」を締結しました。この協
定により、大規模な災害が発生したときに、支
援物資の配送や、荷卸しや仕分けなどの荷役作
業などを協力要請できる体制が整いました。

締
結
式
当
日
に
は
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
よ
る
実
演
が

行
わ
れ
ま
し
た（正

宗
公
園
）

災害時における協定を締結しました（３月末時点で計40協定となります）
問危機管理課☎ 21-0246

 お知らせ

15 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



【令和７年度のみ補助率拡充】
防犯灯・防犯カメラ設置費補助金

　ＬＥＤ防犯灯・防犯カメラの設置に対する補助金を交
付します。
《対象事業》
・公道における犯罪の防止、事故の防止のための設置
・子どもを狙った犯罪の防止を図るため、通学路へ設置　
など
《補助率・限度額》
事業費の４分の３以内（限度額１基あたり 25 万円）
《その他》

・補助金額の 1,000 円未満は切り捨てです。
・予算がなくなり次第終了しますので、ご希望の町内

会は早めにご検討ください。
・令和８年２月末までに事業が完了するようお願いし

ます。
・事業内容など、詳しくは協働定住課へお問い合わせ

ください。 問協働定住課☎ 21-0254

【新規事業（令和７年度のみ実施）】地域集会所LED照明交換補助金
　地域の自主的なまちづくりを推進する拠点となる集会所の照明を蛍光灯等から LED 照明へ交換する費用に対し補助
金を交付します。
《補助対象》集会所に設置している既存の蛍光灯の撤去費用および LED 照明の設置にかかる費用
《補助率・限度額》事業費の４分の３以内（限度額 20 万円）
《その他》・令和８年２月末までに事業が完了するようお願いします。

・申請方法など、詳しくはお問い合わせください。 問協働定住課☎ 21-0254

【対象町内会拡充】
高梁市出身者等受入事業奨励金

　小規模町内会 (15 戸以下 ) 等が主体となり、環境美化
活動や伝統文化継承などのために取り組む事業を高梁市
以外在住の者と協働して活動実施した小規模町内会等に
対し奨励金を支給します。
《補助率・限度額》
◦１つの小規模町内会等で行った場合
　基本額 5,000 円＋市外在住の者１人あたり 2,000 円
( 限度額２万円 )
◦小規模町内会等が他の町内会等と合同で事業を行った場合
　それぞれの町内会において基本額１万円 ＋ 市外在住
の者１人あたり 2,000 円 ( 上限２万円 )
《その他》
・１つの小規模町内会等につき年度内に１回が上限とな
ります。
・対象事業、申請方法など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。 問協働定住課☎ 21-0254

町内会活動を支援します
市は、町内会活動を支援するための事業を行っています。令和７年度に活用していただける事業は下表のとおりです。

令和７年度に町内会で活用できる事業一覧
事 業 名 内　容 担当課

行政協力報償金 町内会を通じてお願いする行政協力役務等に対する
報償金

協働定住課
☎ 21-0254

防犯灯・防犯カメラ設置費補助金
【令和７年度のみ補助率拡充】

地域の防犯目的のために設置する防犯灯・防犯カメ
ラに対する補助金（詳しくは下表をご覧ください）

地域集会所整備費補助金 地域の自主的なまちづくりを推進する拠点となる集
会所の整備に対する補助金

【新規事業】
地域集会所 LED 照明交換費補助金

【令和７年度のみ実施】

蛍光灯の生産終了に伴い、地域集会所の照明を蛍光
灯等から LED 照明へ交換する費用に対する補助金

（詳しくは下表をご覧ください）

高梁市出身者等受入事業奨励金
【対象町内会拡充】

町内会が環境美化活動や伝統文化継承等のために取
組む事業に市外在住の高梁市出身者等を受入、協働
で実施する事業を支援（詳しくは下表をご覧ください）

ごみ減量化協力団体報奨金 資源回収を実施した団体に対する報奨金 環境課
☎ 21-0259ごみ等収集施設設置費補助金 ごみステーションの新設、修繕に対する補助金

自主防災組織活動促進事業補助金 自主防災組織の活動や資機材整備等に対する補助金 危機管理課
☎ 21-0246

道路維持管理作業報奨金
市道等において年１回以上行う維持管理作業（草刈
等）に対する報奨金（詳しくは 17 ページをご覧く
ださい）

建設課☎ 21-1204
農林課☎ 21-0222
西部土木事務所☎ 45-4510

小規模建設工事補助金
市道等の新設・改良・修繕等又は災害復旧工事を地
区が施工する場合に対する補助金（詳しくは 17 ペー
ジをご覧ください）

建設課☎ 21-1204
西部土木事務所☎ 45-4510

16令和７年（2025）４月



生活道整備事業補助金
　私道の整備に対して補助金を交付します。
《補助の要件》

①道路の一端が公道に接している
②道路の幅員が 2.0 ｍ以上
③道路の築造後 5 年以上経過している
④工事完成後 5 年以内に掘削する計画がない
⑤道路の土地所有者および受益関係者が市税を完納している
※上記要件をすべて満たす必要があります。

《対象事業》
①舗装整備、側溝整備、土留擁壁整備
②災害復旧工事…公共災害の規定に準ずる

《対象経費》
　申請額、または国が定める土木工事標準積算基準書に
基づき算出した額のいずれか少ない額
《補助率・限度額》

①の事業…10 分の 5 以内（限度額 50 万円）
②の事業…10 分の 5 以内（限度額 100 万円）

《その他》
・着工前に申請が必要
・様式などは建設課、西部土木事務所、または各地域

局に備えているほか、市ウェブサイトからダウン
ロードできます。

・事業内容など、詳しくは建設課、西部土木事務所、
または各地域局へお問い合わせください。

問建設課☎ 21-1204

道路維持管理作業報奨金
　地域の道路（市道、農道および林道のうち市道に準じる生活道
路としてあらかじめ市長が指定したもの）の維持管理作業に対し
て報奨金を交付します。

《対象団体》町内会及びこれに準じるものとしてあらかじめ市長
が指定した団体

《対象作業》町内会などの団体が、次の作業を実施した場合
①道路の路肩（概ね 1 ｍ程度の幅）の雑草、雑木などの刈払い
②道路上のごみ、転石などの除去および路面の清掃
③道路側溝の堆積土、落葉およびごみなどの撤去

《交付額》
①～③すべての作業を年２回以上実施　1,800 円／ 100m
①～③すべての作業を年１回のみ実施　1,200 円／ 100m
①～③すべての作業を年２回以上、２団体以上の共同で実施（事

前に相談が必要です）　3,000 円／ 100m

《必要書類》作業終了ごとに実施報告書および作業状況写真の提
出が必要です。

《その他》
・様式などは建設課、西部土木事務所、または各地域局に備え

ているほか、市ウェブサイトからダウンロードできます。
・事業内容など、詳しくは建設課、西部土木事務所、または各

地域局へお問い合わせください。
問建設課☎ 21-1204

小規模建設工事補助金
　市道・河川・赤線（里道）・青線（水路）に
おいて、新設、改良、修繕、または災害復旧工
事を地区が施工する場合、補助金を交付します。

《補助の対象》
①公益性があり、地区の合意がなされている。
②用地、隣接および利害関係人の同意がある。
③傷害保険などへの加入など、安全施工への

配慮がなされている。
④災害復旧工事の場合は国、または県などの

補助事業の対象とならない。
※上記要件をすべて満たす必要があります。

《補助内容》
　上記工事に要する経費の 10 分の 9、また
は 80 万円のいずれか低い額
　災害復旧工事の場合は、10 分の 9、また
は 160 万円のいずれか低い額

《その他》
・着工前に申請が必要
・様式などは建設課、西部土木事務所、また

は各地域局に備えているほか、市ウェブサ
イトからダウンロードできます。

・事業内容など、詳しくは建設課、西部土木事
務所、または各地域局へお問い合わせくださ
い。 問建設課☎ 21-1204

農業用機械導入支援事業補助金
　認定新規就農者や認定農業者などが農業用機械を導入す
る際に、次の条件を満たす場合、補助金の対象となります。
《対　象》

①市内に農地を有し、市税を完納している。
②市内の販売業者から購入する機械・器具である。
③導入する機械・器具が農作業以外に使用できる汎用

性が高いものや直接労働軽減に繋がらないものでは
ない（軽トラックや農業用倉庫などは対象外）

※導入する機械が対象になるか判断が難しい場合は、申
請前にご相談ください。

※中古機械は、法定耐用年数が４年以上残っており、農
機会社の鑑定書、または証明書を提出できる場合のみ
対象となります。

《補助対象者、補助率及び上限額》
補助対象者 補助対象事業費

（消費税は含まない） 補助率 上限額
認定新規就農者 ５万円以上 1/2 50 万円 / 年度
認定農業者

５万円以上 1/3 10 万円 / 年度販売農家（前年の農業収
入額が 50 万円以上の者）
集落営農組織 10 万円以上 1/2 50 万円 / 年度農業関係法人
※ 1 対象者につき、年度内に１機械・１回のみの申請となります。
《申請期間》

　通年。ただし、交付申請額が予算額に達した場合は
受付終了となります。
 問農林課☎ 21-0223

 お知らせ

17 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
費
補
助
金

住
宅
な
ど
へ
の
侵
入
盗
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
庭
用
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
購

入
お
よ
び
設
置
工
事
に
係
る
費
用
の
2

分
の
1
の
額（
上
限
8
万
円
）

問
協
働
定
住
課 

☎
21-

０
２
５
４

特
殊
詐
欺
被
害
対
策

電
話
機
等
設
置
補
助
金

特
殊
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
機
器
の
購
入
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
機
器
の
購
入
な
ど
に
要
す

る
費
用
の
3
分
の
2
の
額（
上
限
１
万

円
）

問
協
働
定
住
課 

☎
21-

０
２
５
４

多
子
世
帯

い
き
い
き
子
育
て
応
援
金

第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
小
中
学
校
等
へ
入
学
し
た
児
童
一

人
に
つ
き
５
万
円
の
入
学
祝
金
を
支
給

し
、
子
育
て
を
す
る
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

申
し
込
み　
対
象
と
な
る
人
は
５
月
１

日（
木
）～
５
月
31
日（
土
）ま
で
に
申
請

書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課 

☎
21-

２
６
６
６

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
補
助
金

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電

池
な
ど
の
導
入
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

の
高
い
高
効
率
給
湯
器
や
高
効
率
エ
ア

コ
ン
へ
の
買
替
え
な
ど
に
対
し
て
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
い
補
助
対
象
要
件

や
申
請
方
法
な
ど
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
環
境
課 

☎
21-

０
２
５
９

市の子育てに関する情報をまとめた
子育て支援サイトが完成しました。年
齢や目的別に検索しやすく、情報が見
つけやすくなりました。例えば、「出生
後の手続きは何があるの？」「就学前の
年代のこどもへの支援ってどんなもの
があるの？」「市の子育て支援ってどん
なことをしてるの？」などの疑問にお
答えします。また、市内の遊び場・お
でかけ情報も掲載します。市で子育て
をしている人、したい人に向けて様々
な情報を発信していきます。

こどもまんなか通信こどもまんなか通信
問こども未来課

☎ 21-2666

子育て支援サイト「たかはし子育てネット」ができました！

18令和７年（2025）４月



　高
たか

梁
はし

市
し

は、留
りゅう

学
がく

生
せい

や外
がい

国
こく

人
じん

技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

の増
ぞう

加
か

により、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の人
じん

口
こう

割
わり

合
あい

が県
けん

内
ない

で最
もっと

も高
たか

い自
じ

治
ち

体
たい

となっており（３月末時点：3.69％・950 人）、異
こと

なる文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

う多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづく
りが求

もと
められています。

　市
し

国
こくさいこうりゅうきょうぎかい

際交流協議会では、市
し

民
みん

の国
こく

際
さい

感
かん

覚
かく

を養
やしな

い、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

を受
う

け入
い

れていくための事
じぎょう

業を行
おこな

ってい
ます。 問高

たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会（秘

ひ
書
しょ

企
き

画
かく

課
か

）☎ 21-0208

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ
（無

む
料
りょう

）
　外

がいこくじん
国人の皆

みな
さん、日

に ほ ん ご
本語教

きょうしつ
室に来

き
ませんか。

　高
た か は し し

梁市に住
す

んでいる外
がいこくじん

国人は、だれでも　参
さ ん か

加でき
ます。
　日

に ほ ん ご
本語の勉

べんきょう
強だけでなく、日

に ほ ん
本に昔

むかし
から伝

つた
わってい

る行
ぎょうじ

事をしたり、日
に ほ ん

本の料
りょうり

理をみんなでつくり、食
た

べ
たりしています。
　日

に ほ ん ご
本語教

きょうしつ
室は、月

つき
に２回

かい
、日

に ち よ う び
曜日の９時

じ
30 分

ぷん
か

ら 11 時
じ

まで高
た か は し し

梁市図
と し ょ か ん

書館でしています。参
さ ん か

加したい
人
ひと

は、 市
し

役
やくしょ

所 に 電
で ん わ

話
をかけて日

に ほ ん ご
本語 教

きょうしつ
室

のある日
ひ

を確
かくにん

認してく
だ さ い。 電

で ん わ ば ん ご う
話 番 号 は　

0866-21-0208 です。

外
がい

国
こく

人
じん

のための相
そうだんかい

談会
　外

がいこくじん
国人が日

に ほ ん
本でできることや日

に ほ ん
本にいることができ

る期
き か ん

間などについて相
そうだん

談できます。２か月
げつ

に１回
かい

開
ひら

い
ています。相

そうだん
談は無

むりょう
料です。相

そうだん
談したい人

ひと
は、市

し
役
やくしょ

所
に電

で ん わ
話をかけて、相

そうだん
談会

かい
がある日

ひ
を確

かくにん
認してくださ

い。電
でんわばんごう

話番号は　0866-21-0208 です。

市
し

国
こくさい

際交
こうりゅうきょうぎかい

流協議会の会
かいいん

員を募
ぼしゅう

集
　国

こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会の会

かい
員
いん

を募
ぼしゅう

集していま
す。外

がい
国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

や、イベントな
どをご案

あん
内
ない

します。
個
こ
人
じん
会
かい
員
いん

　年
ねん

会
かい

費
ひ

1
せ ん
,000 円

えん

法
ほう
人
じん
・団
だん
体
たい
会
かい
員
いん

　年
ねん

会
かい

費
ひ

5
ご せ ん
,000 円

えん

また、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

のサポートをしてい
ただける国

こく
際
さい

交
こう

流
りゅう

ボランティアや、翻
ほん

訳
やく

・
通
つう

訳
やく

ボランティアも募
ぼ

集
しゅう

しています。

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

との交
こうりゅうじぎょう

流事業を支
し

援
えん

します
　町

ちょう
内
ない

会
かい

やコミュニティ単
たん

位
い

で、外
がい

国
こく

人
じん

と の 交
こうりゅうじぎょう

流 事 業 を 実
じっ

施
し

す る 場
ば

合
あい

、 市
し

国
こくさいこうりゅうきょうぎかい

際交流協議会から開
かい

催
さい

経
けい

費
ひ

の助
じょ

成
せい

などの
支
し

援
えん

を行
おこな

います。

家
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

総
務
省
が
岡
山
県
に
委
託
し
、
市
内

の
一
部
で
家
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
家
計
調
査
は
、
家
計
簿
な
ど
の
調

査
内
容
を
国
が
集
計
し
、
国
民
生
活
の

実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た

ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
岡
山
県
統
計
分
析
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
６
１

高
梁
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た

公
共
施
設
な
ど
の
更
新
・
統
廃
合
・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定

し
た
本
計
画
に
つ
い
て
、
人
口
や
財

政
、
施
設
デ
ー
タ
な
ど
を
現
在
の
数
値

に
置
き
換
え
、
改
訂
を
行

い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課 

☎
21-

０
２
０
７

高
たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会からのお知

し
らせ

※この記事は外国人の方に読みやすいよう、全てふりがなを入れています。

  お知らせ

19 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



成
羽
病
院　
看
護
師・

薬
剤
師・看
護
補
助
者
募
集

成
羽
病
院
で
は
看
護
師
・
薬
剤
師
・

看
護
補
助
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
勤

務
形
態
な
ど
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
成
羽
病
院 

☎
42-

３
１
１
１

介
護
支
援
専
門
員
受
験
対
策
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

介
護
支
援
専
門
員
を
目
指
す
人
、
福

祉
分
野
の
知
識
を
広
げ
た
い
人
を
対
象

に
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
28
日
～
隔
週
水
曜
日（
全

８
回
）午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
高
梁
市
役
所
会
議
室

申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
課
へ
5
月
21

日（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
高
齢
者
支
援
課 

☎
21-

０
２
９
９

 

募 

集

分譲宅地を
お探しの人へ

　市では、分譲宅地
を販売しています。
　マイホームをお考
えの人、高梁市に定
住を希望されている
人など、お早めにお
申し込みください。

申込受付は随時先着順にて受け付けています。
住宅の購入を検討されている人は、お気軽に
ご連絡ください。

問都市整備課住宅係☎ 21-0237

・下原中央団地（５区画）
高梁市成羽町下原 437- ４ほか

区画 面積 販売価格
 ３号地 218.71㎡ 5,161,556 円
 ４号地 218.71㎡ 5,161,556 円
 ６号地 214.49㎡ 5,061,964 円
 ８号地 214.49㎡ 5,061,964 円
10 号地 214.49㎡ 5,061,964 円

済

済

済

114400

済

区画 分譲面積 分譲価格①
②
③ 218.71㎡(66.15坪) 5,161,556円④ 218.71㎡(66.15坪) 5,161,556円⑤
⑥ 214.49(64.88坪) 5,061,964円⑦
⑧ 214.49(64.88坪) 5,061,964円⑨
⑩ 214.49(64.88坪) 5,061,964円

(定住促進住宅)

★高梁市は子どもの医療費が18才まで無料！
★約1.4㎞の「成羽こども園」は毎日給食！

売売約約済済

売売約約済済

売売約約済済

売売約約済済

令
和
７
年
度
高
梁
市

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
課
程

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象
に
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
5
月
14
日（
水
）開
講（
全
22
回
）

会
場　
高
梁
市
役
所
3
階
会
議
室
ほ
か

申
込
締
切　
5
月
9
日（
金
）

受
講
料　
無
料

実
費　
テ
キ
ス
ト（
実
技
・
講
義
）と
手

話
動
画
視
聴
シ
ス
テ
ム
の
購
入
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課 

☎
21-

０
２
８
４

要
約
筆
記
者
お
よ
び

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

主
催
の
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
お
よ
び

手
話
通
訳
者
養
成
講
座「
基
本
課
程（
手

話
通
訳
Ⅰ
）」、「
応
用
課
程（
手
話
通
訳

Ⅱ
）」
が
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

申
込
要
件
や
締
め
切
り
日

な
ど
ご
確
認
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６-
２
２
４-

０
２
２
１

　

フ
ァ
ク
ス
０
８
６-

２
２
４-

０
２
３
６

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

20令和７年（2025）４月



 

催 

し

の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

高
梁
公
民
館
で
は
、
０
～
４
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児

学
級
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
リ
ト

ミ
ッ
ク
、
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
、
親
子
で

楽
し
め
る
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館

問
高
梁
公
民
館 

☎
21-

０
１
８
０

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

ご
自
身
の
健
康
増
進
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
5
月
11
日（
日
）午
後
６
時
30
分

～
８
時　
以
降
毎
週
日
曜　
計
10
回

場
所　
高
梁
運
動
公
園

参
加
料　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象　
小
学
生
以
上

申
し
込
み　
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
21-
０
４
２
５

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
の
協
力

企
業
を
募
集
し
ま
す

た
か
は
し
広
が
る
子
ど
も
の
夢
事
業

実
行
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

様
々
な
企
業
や
職
場
で
実
際
の
仕
事
を

体
験
し
、
そ
の
職
業
の
疑
似
体
験
を
行

う
こ
と
で
、
仕
事
観
の
醸
成
や
将
来
へ

向
け
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
、「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
」
を

実
施
し
ま
す
。

事
業
の
企
画
を
提
案
い
た
だ
け
る
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
特

色
あ
る
企
画
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育

課
） 

☎
21-

１
５
１
４

「
文
化
振
興
基
金

助
成
事
業
」
を
募
集

文
化
芸
術
の
推
進
や
歴
史
的
文
化
の

保
護
、
保
存
と
活
用
を
図
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業

（
１
）歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保
護

（
２
）文
化
の
普
及
・
顕
彰

（
３
）文
化
の
交
流
・
研
修

（
４
）優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収
集

（
５
）文
化
施
設
の
整
備

（
６
）歴
史
的
重
要
施
設
の
整
備

（
７
）地
域
の
活
性
化
促
進
を
図
る
た
め

の
施
設
整
備　
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

①
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

②
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
営
利
団
体
等
の
活
動

及
び
宣
伝
を
目
的
と
す
る
事
業　
な
ど

助
成
額　
事
業
に
か
か
る
経
費
の
２
分

の
１
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
30
日（
金
）ま
で

そ
の
他
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課 

☎
21-

１
５
１
６

國
橋
ま
つ
り
大
神
楽

備
中
神
楽
を
創
作
さ
れ
た
「
西
林
國

橋
」
を
顕
彰
す
る
た
め
、
毎
年
４
月
に

行
わ
れ
て
い
る「
國
橋
ま
つ
り
大
神
楽
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
迫
力
あ
る
神
楽
を

家
族
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
27
日（
日
）

開
会
式　
午
前
９
時
30
分
～

神
楽
神
事
、
神
代
神
楽　
午
前
10
時
～

場
所　
日
名
交
流
館
か
ぐ
ら（
旧
日
名

小
学
校
跡
）

大
神
楽
会
場
に
は
自
家
用
車
で
の
駐

車
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
別
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
往
復
運
行
し
ま
す
の
で
、
大
神
楽

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

成
羽
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ（
バ
ス
待

機
所
）～
大
神
楽
駐
車
場（
佐
野
組
）～

日
名
交
流
館
か
ぐ
ら（
大
神
楽
会
場
）

問
成
羽
公
民
館 

☎
42-

２
５
２
５
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備
北
地
区
卓
球
大
会

日
時　
５
月
11
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

部
門　
団
体
の
部
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
シ

ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
費　
団
体
２
０
０
０
円（
中
学
生

チ
ー
ム
１
０
０
０
円
）、
個
人　

高
校

～
一
般
７
０
０
円（
中
学
生
以
下
は

５
０
０
円
）

申
し
込
み　
５
月
７
日（
水
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
21-

０
３
３
７

モ
ル
ッ
ク
交
流
会

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
木
製
の
棒
と

ピ
ン
を
使
っ
て
競
う
簡
単
な
ル
ー
ル
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
体

験
と
練
習
試
合
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
き
き
ょ
う
緑
地

参
加
費　
２
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
10
日（
土
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
た
か
は
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　
ピ
オ
ー
ネ 

☎
22-

１
４
４
１

令
和
7
年
度　

笠
岡
市
・

井
原
市
・
高
梁
市
・
浅
口

市
職
員
採
用
合
同
説
明
会

各
自
治
体
が
個
別
会
場
で
先
輩
職

員
・
採
用
担
当
者
と
気
軽
に
話
せ
る
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
4
月
29
日（
火
・
祝
）午
後
0
時

30
分
～
午
後
４
時
35
分（
受
け
付
け
は

正
午
か
ら
）

場
所　
サ
ン
・
ピ
ー
チO

KAYAM
A 

３
階

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２
丁
目
３-

31
）

問
総
務
課 

☎
21-

０
２
０
５

山
田
方
谷
１
５
０
年
祭
記
念
事
業

「
山
田
方
谷
１
５
０
年
祭

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

日
時　
５
月
11
日（
日
）午
後
１
時
～

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　
郷
土
の
偉
人「
山
田
方
谷
先
生
」

の
没
後
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
方
谷
先
生
の
教
え
を
今
後
の
高
梁

市
の
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

○
基
調
講
演
～
方
谷
先
生
の
財
政
改
革

を
現
代
に
活
か
す
～

　
【
講
師　
加
藤
勝
信
氏（
財
務
大
臣

　
衆
議
院
議
員
）】 

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
山
田
方

谷
先
生
の
教
え
を
高
梁
の
未
来
へ
～

○
園
児
に
よ
る
論
語
素
読　
な
ど

問
秘
書
企
画
課 

☎
21-

０
２
０
８

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

申 込

会 場

時 間

⼭⽥⽅⾕ 1 5 0年祭記念事業

「⼭⽥⽅⾕150年祭記念フォーラム」

-⽅⾕先⽣の財政改⾰を現代に活かす -

裏⾯の申込欄に必要事項をご記⼊の上、FAX⼜はメールにて
お申し込みください。

〒716-0043 岡⼭県⾼梁市原⽥北町1212番地
⾼梁総合⽂化会館⼤ホール

主催 ⼭⽥⽅⾕150年祭記念事業実⾏委員会
共催 ⾼梁市、⾼梁市教育委員会
後援 NPO法⼈平成⽜麓舎、⾼梁⽅⾕会、⽅⾕さんを広める⾼梁の会、⾼梁商⼯会議所、備北商⼯会、⾼梁市観光協会、
   株式会社吉備ケーブルテレビ、備北信⽤⾦庫、⼭陽新聞社、吉備国際⼤学、⾼梁平和・⼈権・環境労組、
   ⽅⾕學舎⾼等学校

幕末に備中松⼭藩において負債整理、藩札刷新、産業振興などによる藩政改⾰や、教育等広い分野で活躍
し、偉業を成し遂げた郷⼟出⾝の偉⼈「⼭⽥⽅⾕」。本フォーラムでは、混とんとする現代社会において、そ
して⾼梁の未来へ向けて、「⼭⽥⽅⾕」の教えをどのように活かしていくのか、各界の⽅にお話しいただきま
す。皆様のご参加をお待ち申し上げます。
                      ⼭⽥⽅⾕１５０年祭記念事業実⾏委員会 会⻑ 松本 圭司

令和7年 5 11⽉ ⽇ （⽇）
13：00〜15：30（30分前受付開始）

「⼭⽥⽅⾕先⽣の教えを⾼梁の未来へ」

加藤  勝信⽒

基調講演

シンポジウム

≪パネリスト≫

岡⼭県知事 

岡⼭県議会議⻑

⾼梁市⻑

加藤 勝信⽒

⾼梁⽅⾕会

野島  透⽒

≪アドバイザー≫

≪コーディネーター≫
⼩野 晋也⽒

２０２５⾼梁・⼭⽥⽅⾕への想い

野島  透⽒ ⼩野  晋也⽒

⽅⾕肖像/⼩倉⿂朱・⾼梁⽅⾕会

12：50〜 ⾼梁中央保育園児による論語素読を⾏います

伊原⽊ 隆太⽒
久徳 ⼤輔⽒
⽯⽥ 芳⽣⽒

オープニングトーク

⼊場無料

定員

（聴講券必須）

800名
（先着順）

元衆議院議員 ⼭⽥⽅⾕ 直系⼦孫 

衆議院議員  財務⼤⾂
⼭⽥⽅⾕の志に学ぶ国会議員連盟会⻑

⼭⽥⽅⾕ 直系⼦孫 

元衆議院議員 

衆議院議員 財務⼤⾂
⼭⽥⽅⾕の志に学ぶ国会議員連盟会⻑

お知らせ
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問秘書企画課☎ 21-0210
市長が、市民の皆さんが活動する場や生活の場へ出向き、直接声をお聴きします。皆さんの「こんな

ふうにしたらもっと高梁市が良くなるのに」といったご意見など、日頃感じているご意見・ご提言を市
長と気軽に話してみませんか。お申し込みをお待ちしています。

対　　象

高梁市内に在住、在勤または在学している人により構成された、
原則３人以上の団体・グループ
※小中高生の友達同士やご近所同士のほか、お子様連れのパパ友・マ

マ友など、年齢を問わずどなたでも参加可能です。

開催日時

開庁日（平日）の午前９時から午後８時の間の１時間程度
※開催希望日時および市長のスケジュールとの調整により決定します。

開催場所

申込者が希望する場所（市内に限る）
※開催場所でお困りの場合は市役所での開催も可能です。

申し込み

開催申請書を提出いただくか、電子申請でお申し込み
ください。詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。

市長と
　気軽に

トーク
しませんか？

市長と気軽にトーク

高
梁
ス
ポ
ー
ツ
応
援

デ
ー（
３
月
22
日
～
４
月

６
日
）で
は
、
高
梁
市
民

体
育
館
で
岡
山
シ
ー
ガ

ル
ズ
の
女
子
バ
レ
ー
Ｓ

Ｖ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
、

神
原
の
シ
ャ
ル
ム
ス
タ

ジ
ア
ム
で
吉
備
国
際
大

学
シ
ャ
ル
ム
岡
山
高
梁

の
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２

部
の
試
合
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
試
合
前
、
私

か
ら
は
観
客
の
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
と
、

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
激
励
の
ご
挨
拶
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
緊

張
し
た
の
が
バ
レ
ー
の
始
球
式
で
し

た
。「
こ
れ
ま
で
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
、
初
球
で
決
め
た
方

は
い
ま
せ
ん
。」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

か
け
ら
れ
た
た
め
、
前
日
に
知
り
合
い

の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
チ
ー
ム
で
練
習
さ

せ
て
も
ら
い
、
何
と
か
相
手
チ
ー
ム
の

コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
届
か
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
試
合
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
や
地
域

貢
献
に
も
熱
心

な
両
チ
ー
ム
で

す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

よしおはしれ！
市長コラム　文 /石田 芳生
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消
防
署
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　

２
件（
前
月
と
同
件
数
）

救
急　
１
７
３
件（
前
月
よ
り
13
件
増
）

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
21-

０
１
２
1

第
19
回
高
梁
市
消
防
操
法
大
会

３
月
16
日
、
成
羽
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
19
回
高
梁
市
消
防
操

法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
へ
７
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
へ
１
チ
ー
ム
出
場
し
、
巨
瀬

分
団（
小
型
ポ
ン
プ
）と
成
羽
自
動
車
分

団（
ポ
ン
プ
車
）が
優
勝
。
ま
た
、
同
日

消
防
庁
長
官
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
６
年
度 

消
防
功
労
者
消
防

庁
長
官
表
彰
者 

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
功
労
章

本も
と
く
ら倉

康や
す
ひ
ろ弘（

団
本
部
）、
宮み
や
な
が永

康や
す
お雄

（
高
倉
）、
物も
の
べ部
徹て
つ
や也（
備
中
）、
丸ま
る
は
し橋

利と
し
は
る晴（

玉
川
）、
中な
か
に
し西

啓け
い
じ二（

川
上
）

新
生
活
も
災
害
の
備
え
を

転
勤
、
就
職
、
進
学
、
家
族
の
引
っ

越
し
な
ど
、
新
た
な
環
境
で
新
年
度
の

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
災
害
へ
の
備

え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
経
路
と
避
難
場
所

○
災
害
情
報
な
ど
の
入
手
方
法

○
非
常
用
備
蓄
品
・
非
常
用
持
ち
出
し

品
の
チ
ェ
ッ
ク

○
家
族
の
安
否
確
認
方
法

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
点

検
、
交
換

○
大
型
家
具
、
家
電
な
ど
の
転
倒
防
止

○
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

令
和
６
年
度　

優
良
消
防
団
員

定
例
表
彰
公
益
財
団
法
人
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
者

功
績
章

信の
ぶ
き木
義よ
し
は
る治（
団
本
部
）

精
績
章

三み
む
ら村
繁し
げ
み美（
団
本
部
）、
栁や
な
い井
康や
す
の
ぶ延

（
津
川
）、
近ち
か
ひ
さ久
誠せ
い
じ治（
成
羽
自
動

車
）、
物も
の
べ部

徹て
つ
や也（

備
中
）

勤
続
章

上う
え
だ田
幸こ
う
じ司（
津
川
）、
大お
お
も
り森
康や
す
し志（
巨

瀬
）、
平ひ
ら
ま
つ松

修し
ゅ
う
い
ち一（

落
合
）、
元も
と
い
し石

敏と
し
ひ
ろ宗（
川
上
）、
森も
り
な
か中
正ま
さ
ひ
で秀（
巨
瀬
）、

政ま
さ
も
り森
直な
お
と人（
松
原
）、
藤ふ
じ
む
ら村
卓た
く
じ司（
高

倉
）、
西に
し　

秀ひ
で
き樹（

津
川
）、
岡お
か
も
と本

年と
し
ひ
ろ弘（

落
合
）、
山や
ま
だ田　

誠ま
こ
と（

有
漢
）、

難な
ん
ば波
陶と
う
き
ち吉（
巨
瀬
）、
川か
わ
か
み上
正ま
さ
の
り典（
有

漢
）、
吉よ
し
お
か岡

康や
す
と人（

成
羽
自
動
車
）、

山や
ま
し
た下

勝か
つ
ゆ
き

由
紀（
備
中
）、
長は
せ
が
わ

谷
川
宏ひ
ろ
ゆ
き幸

（
備
中
）、
高た
か
は
し橋
浩こ
う
じ司（
備
中
）、
鈴す
ず
む
ら村

宏ひ
ろ
し司（

備
中
）、
井い
の
う
え上

昌ま
さ
し志（

高
梁
）、

難な
ん
ば波
清き
よ
し志（
津
川
）、
吉よ
し
と
う藤
佳か

ず

お
津
雄

（
巨
瀬
）、
藤ふ
じ
も
り森
政ま
さ
ゆ
き幸（
巨
瀬
）、
内な
い
と
う藤

一か
ず
た
か隆（
中
井
）、
三み
む
ら村
諭さ
と
し司（
高
倉
）、

森も
り
か
み上

正ま
さ
ゆ
き行（

成
羽
）

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
21-

０
１
２
２

新
消
防
庁
舎
の
施
設
見
学
会

新
し
い
消
防
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
施
設
を
ご
覧
い
た
だ

く
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
最
新
の
設

備
を
備
え
た
庁
舎
内
で
消
防
の
活
動
や

設
備
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
5
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）

両
日
と
も
午
後
１
時
～
３
時
ま
で

場
所　
高
梁
市
消
防
本
部

住
所　
高
梁
市
川
端
町
38
番
地
１

内
容　
庁
舎
内
の
見
学
、
消
防
車
両
・

設
備
の
紹
介
、
質
疑
応
答（
事
前
申
込

不
要
）※
庁
舎
内
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
21-
０
１
２
２新消防庁舎新消防庁舎

巨瀬分団巨瀬分団

成羽自動車分団成羽自動車分団

24令和７年（2025）４月



4月 1日時点

隊員数10名

問 問 健康づくり課☎ 21-0304健康づくり課☎ 21-0304

「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の
構築に向けた取り組みの総称です。構築に向けた取り組みの総称です。

これまでの取り組みの経緯や内容は、市ウェブサイト「高梁２０２５～地域医
療の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション～」に掲載しています。

第２次高梁市医療計画を策定しました
市では、平成30年５月に独自の計画として「高梁市医療計画」（平成30～令和6年度）

を策定し、地域医療の課題解決に向けた議論・取り組みを進めてまいりました。
このたび、本市の地域医療提供体制の構築と維持に向けて継続的な取り組みを展開し

ていくため、令和７～令和 12 年度までの６年間を計画期間とする「第２次高梁市医療
計画」を策定しました。第１次計画から基本理念と基本方針を引き継ぎ、取り組む施策を特に効果
的、重点的なものに集約・見直しを行い進めていくこととします。

基本理念「地域医療はまちづくり」
基本方針１　住民の医療需要が変化しても、適切な医療が受けられること
基本方針２　医療従事者が誇りを持って働ける、持続可能な地域医療
基本方針３　子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポート体制の整備
基本方針４　地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備

計画の策定にあたり、アンケート調査にご協力いただいた市民および関係機関の皆さま、大変あ
りがとうございました。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
１
日

か
ら
高
梁
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着

任
し
ま
し
た
矢や

だ田
里り

な菜
で
す
。

青
森
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
世
界
20
ヵ

国
を
旅
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
就
業
経

験
も
あ
る
私
が
、
高
梁
市
に
移
住
を
決

め
た
理
由
。
そ
れ
は
「
人
」
と
「
環
境
」

に
あ
り
ま
す
。

「
大
人
の
里
山
留
学
」で
高
梁
に
３
ヵ

月
間
滞
在
し
た
際
、
自
然
の
美
し
さ
や

歴
史
あ
る
街
並
み
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
心
を
動
か
さ
れ

た
の
は
、
高
梁
市
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ

で
し
た
。
地
域
の
未
来
を
想
い
、
ま
ち

を
大
切
に
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
県
外
出

身
の
私
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
懐
の
深
さ
に
惹
か
れ
、「
こ
こ
で
暮

ら
し
た
い
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
情
報
発
信

を
強
化
し
、
高
梁
市
の
魅
力
を
よ
り
多

く
の
人
に
届
け
る
こ
と
」
で
す
。
高
梁

市
に
は
、
ま
だ
全
国
に
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
素
晴
ら
し
い
文
化
や
景
観
、

暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
掘
り
起
こ
し
、
発

信
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
者
と
し
て
の
視
点
を
活

か
し
、
新
し
い
視
点
で
高
梁
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
有
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
高
梁
市
の
一
員
と
し
て
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
地
域
の
未
来
を
創
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
規
隊
員
紹
介

新
規
隊
員
紹
介

は
じ
め

 

ま
し
て

矢田　里菜 隊員矢田　里菜 隊員

 

25 令和７年（2025）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



健康づくり応援通信
問健康づくり課 ☎ 21-0228

市公式 YouTube
体操などのコンテンツを視聴できます

皆さんは、普段どのくらいの頻度で運動をして
いますか？

適度に身体を動かすと、虚血性心疾患、高血圧、
糖尿病などの罹患率や死亡率が低いこと、また身
体活動や運動が、メンタルヘルスや生活の質の改
善に効果をもたらすことが認められています。身
体活動の目安は毎日 40 分以上です。まずは、10
分から、少しずつ活動量を増やして、ロコモ・寝
たきりを予防しましょう。おすすめは、筋トレ・
ストレッチ・有酸素運動のセットです。

★こうすればプラス 10（例）
●テレビを見ながらスクワットや筋トレをする。
●料理の合間に、体を動かす。
●座りっぱなしの時間が長くなりすぎないように

注意し、ストレッチなどを取り入れる。

プラス 10 を意識しよう

嚥嚥
えんげえ ん げ
下下障害について障害について　池

い け だ
田　三

み ね
根　栄養室長

「嚥下障害」とは、食べ物や飲み物を口で取り込み、
食道から胃へと送り込むことが円滑にできなくなること
です。飲み込みにくい状態が続くと、食べ物や飲み物
がうまくとれないため脱水や低栄養につながります。

食べ物が誤って気管や肺に入り込むことを「誤
ご え ん

嚥」
といい、窒息や誤嚥性肺炎の原因にもなります。

通常の食事形態ではむせたり、飲み込むことが困難
になった人の嚥下機能のレベルに合わせて、飲み込み
やすいように形態やとろみ、食塊のまとまりやすさなど
を調整した食事を「嚥下食」と言います。

当院では、日本摂食嚥下リハビリテーション学会より
発表された「嚥下調整食分類 2021」に沿った食事を
提供しています。

飲み込みに不安がある人は、早めにかかりつけ医に
ご相談ください。

また、当院でも管理栄養士による栄養指導（予約制）
を行っていますのでご利用ください。 ミキサーとろみミキサーとろみ

嚥下調整食の例

軟　菜軟　菜 粥ゼリー粥ゼリーきざみとろみあんかけきざみとろみあんかけ

毎日続けられる運動を選びましょう。毎日の
ちょっとした家事も、1 日 10 分増やすだけでも効
果が期待できます。エスカレーターやエレベー
ターを使わず、階段を利用するだけでも「運動」
になります。その日の体調に合わせて、無理をし
ないように、それが長続きのコツです。

～スキマ時間に実践してみよう～
□体調が悪いときは無理をしない。
□病気や痛みのある場合は、医師や健康運動指導

士などの専門家に相談をする。
★持続可能な健幸Happy 体操教室

期　間　毎月第２・第４木曜日
会　場　高梁市役所１階市民ホール、または２階保健センター
時　間　午後６時３０分～７時３０分
参加費　無料

０j

０t

2-1

2-2

3

4

１j

ゼリー
とろみ

（中間とろみあるいは濃いとろみ）

ピューレ・ペースト・
ミキサー食

（均質でなめらか）
ピューレ・ペースト・

ミキサー食
（不均質なものも含む）

形はあるが、押しつぶしが
容易でばらけにくいもの

形はあるが、箸やスプーン
で切れるやわらかさ

ぜリー・プリン・
ムース状

※「嚥下調整食 2021」の分類分けから抜粋※「嚥下調整食 2021」の分類分けから抜粋

　　　　　　　　　　　　　　　
　

　夏の暑い時期は室内で運動している場合
も熱中症になることがあります。
　屋外で運動する時と同様に、適宜水分摂
取・休憩を取りつつ運動しましょう。

③ 胸伸ばし

▶�息を吐きながら背
もたれにもたれ、
体を後ろへ反らせ
て、しっかり上を
見上げる

② 肩まわりの体操

▶�息を吐きながら肘を曲
げてタオルを後頭部ま
で引きおろす ( 肩甲骨
を寄せるように )

④ 背中・腰伸ばし

▶�息を吐きなが
ら前に倒す

⑤ 脚の後ろ側伸ばし

▶�足裏にタオルをか
け、タオルの両端
を持ち、ひざを延
ばしタオルを引く
ようにする

⑥ 大腰筋のトレーニング

▶�タオルを短く持ち、
体の前に床と平行に
する。片方づつ足を
持ち上げ、タオルに
ひざをつける

タオル運動　～ストレッチと筋力トレーニング～

① わき伸ばし

▶�息を吐きながら
真横に倒す

○ 基本姿勢
▶イスに浅めに座る
▶�両足は肩幅の広さで足裏
は床につける
▶背筋を伸ばす
▶�両手でタオルを左右に引
くようにして持つ
▶�タオルを頭上に持ち上げる
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成羽病院通信成羽病院通信 問成羽病院 ☎ 42-3111
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種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
（守ろう交通マナー） 23日（金）午前10時～11時30分

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば）

子育て支援センター
☎ 22-2450
こども未来課
☎ 21-2666

２歳のひろば 28日（水）午前10時～11時30分

赤ちゃんタイム
（30日（金）はママのリフレッシュも実施）

16日（金）・20日（火）午前10時～正午
30日（金）午前10時～11時30分

ハッピー♡サタデー 10日（土）①午前10時～正午
②午後１時～４時

なりわで“ゆう・ゆう” 1日（木）・15日（木）・
22日（木）・29日（木）

①午前10時～11時30分
②午後１時30分～３時

成羽こども園
子育て支援室

さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 14日（水）午前10時～11時30分 落合ふれあい公園
にこにこ相談 15日（木）・29日（木）午前10時～午後４時

子育て支援センター
育児相談 21日（水）午前10時～正午 子育て支援センター

☎ 22-2450
エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい

髄ドナー検査
27日（火）午後１時～２時

備北保健所 備北保健所
☎ 21-2836病態栄養相談 8日（木）午前10時～11時

思春期・ひきこもり相談 9日（金）午後２時～４時
こころの健康相談 16日（金）午後２時30分～４時30分

子育て支援・健康相談（５月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談
8日（木）

午前９時～正午
有漢保健センター

岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-1100成羽たいこまるプラザ成羽たいこまるプラザ

13日（火） 高梁市役所3階会議室

なやみごと相談
7日（水）

午前９時～正午
高梁市役所3階研修室

岡山地方法務局高梁支局
☎22-23188日（木）

有漢保健センター
成羽たいこまるプラザ成羽たいこまるプラザ

法律相談（要予約）
13日・20日・27日
（全て火曜日）

午後１時～４時10分
高梁総合福祉センター

岡山弁護士会（☎086-234-5888）
へ事前に予約をして市民課へ無料
券を申請してください（市民のみ・
年２回まで）　市民課☎21-0254

司法書士相談
9日（金）午前10時～正午

備中地域局 2 階小会議室
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎22-7906有漢保健センター

14日（水）午後2時～4時 イズミゆめタウン（2階文化教室）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

８日（木）・19日（月）・28日（水）
※相続・贈与・譲渡所得に関する相談
　は税務署へお問い合わせください。

午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署
☎ 22-2546

相談（５月）

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査 令和6年8月・令和7年1月 7日（水）午後０時30分
～

１時30分
（受付）

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-02281歳6ヶ月児健康診査 令和5年9月～10月 14日（水）

2歳6ヶ月児健康診査 令和4年9月～10月 15日（木）

子どもの健診（５月）

 お知らせ
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職　種 所在地 賃 金 月 額
土木建設作業全般 有漢町 190,000円～250,000円
給油所スタッフ 津川町 159,862円
受付事務スタッフ 高倉町 185,200円～204,200円
学園車運転業務 伊賀町 225,300円～247,700円
フロントスタッフ 栄町 190,000円
介護職員 松原町 180,028円～307,916円
薬品登録販売者
スタッフ 落合町 198,000円

施設警備員
（パート） 南町 時給982円～1,100円

レジスタッフ
（パート） 中原町 時給1,050円～1,150円

携帯電話販売店
スタッフ（パート）落合町 時給1,100円～1,300円

求人情報求人情報 （３月 11 日現在）

二次元コードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索でき
る『らくらく求人検索カード』を配布しています。
例えば「事務」「軽作業・清掃」の二次元コードを読
み込むとハローワーク
インターネットサービス
で、それぞれの最新求
人情報が表示されます。

※便利なハローワークインターネット
サービスをご利用ください。

　問ハローワーク高梁☎ 22-2291

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。
※休日当番医は、随時変更となる場

合がありますので、最新の情報は市
ウェブサイトからご確認ください。

　

４月の納期限　４月 3０日（水）
○固定資産税・都市計画税（全期・１期）

次回の納期限　６月２日（月）
○軽自動車税（種別割／全期）
※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手

続きをお願いします。５月納期限の口座振替の手続
きは、４月 21 日（月）までにお申し込みください。

問税務課☎ 21-0215

　

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
　３月22日、吉備国際大学で、令和６年度学位記授与
式を行いました。式では、各学部の代表生に学位記が
授与され、また、高梁が生んだ山田方谷の偉業を称え、
特に優れた卒業生に、石田市長から「方谷賞」が授与
されました。この日、学部生や大学院生ら307人が新
たな門出に立ち、高梁での思い出を抱いて、社会へと
羽ばたいていきました。
　４月３日、令和７年度入学宣誓式を、３つのキャン
パス（高梁・岡山・南あわじ）の新入生、そして保護
者や関係者が一堂に会し、挙行しました。
　式では、中

な か せ
瀨克

か つ み
己学長から432人の入学が許可され

ると、新入生代表が「国際社会の期待にこたえること
ができるように日々精進します」と声高らかに入学宣
誓を行いました。
　４月から、新入生が高梁での新生活をスタートして
います。慣れない地で、初めての一人暮らしという学
生もたくさんいます。至らぬ点があるかと思いますが、
ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

問順正学園入試広報室☎086-231-3600

税金の納期限（口座振替日）休日当番医（5月）
3日（土）備中診療所（備中町長屋）☎45-9001
4日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎42-2315
5日（月）高梁中央病院（南町） ☎22-3636
6日（火）野村医院（巨瀬町） ☎25-0003

11日（日）成羽病院（成羽町下原） ☎42-3111
18日（日）仲田医院（落合町阿部） ☎22-0511
25日（日）野村医院（巨瀬町） ☎25-0003

 お知らせ
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ヨモカ（移動図書館車）５月運行日
　高梁市図書館と遠隔地をつなぐサービスとして、移動図書館が市内を巡回しています。
　本の貸出・返却だけでなく予約・調べもののお手伝いなども行います。
　運行日については、右記２次元コードよりご確認ください。

今月のおすすめ図書（高梁市図書館）今月のおすすめ図書（高梁市図書館）

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）
イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月20日です。
展示「昭和の記憶・記録」 3階

カウンター前
自由観覧

4月20日（日）～5月19日（月）終日
ベビーBOOKタイム 4階読み聞かせ

スペース
自由参加　参加費無料

4月22日（火） 午前11時～11時30分 読み手：図書館スタッフ
リトミックで遊ぼう♪

4階多目的室

要申込（定員：保護者含め20人）参加費無料

4月23日（水） 午前10時30分～11時30分
講師：黒

くろさき
﨑友

ゆ き
紀さん、高

たかはし
橋絢

あ や こ
子さん

対象：未就学児と保護者
持ち物：クレヨン（お持ちの人）、飲み物

親子ヨガと絵本のよみきかせ
4階多目的室

要申込（定員：2歳までの幼児と保護者5組）
参加費無料

4月26日（土） 午前11時～11時45分 講師：T
と も か
OMOKAさん（保育士ヨガインストラクター）

持ち物：タオル、ヨガマット（お持ちの人）、飲み物

デコレーションキャンドルをつくろう！
4階多目的室

要申込（各回10人　席に余裕があれば当日参加も可）
参加費：500円（当日講師に直接お支払いください

4月26日（土） ①午後1時～1時40分
②午後2時～2時40分 講師：光

こうしま
嶋晶

あきら
さん（社会福祉法人 光優会 職業指導員）

ちぃーとつくーる	たかはし　特別編 4階多目的室 自由参加　参加費無料
5月3日（土・祝） 午前10時30分～午後3時
母の日のブーケ 4階多目的室 要申込（定員：10人）
5月4日（日・祝） 午前10時～11時 参加費：500円
おはなしたまてばこ　おはなし会 4階多目的室 自由参加（定員：３0人程度）　参加費無料
5月10日（土） 午後2時～2時30分 語り手：おはなしたまてばこ
赤ちゃんとわらべうたで遊ぼう 4階多目的室 自由参加（定員：10人程度）　参加費無料
5月14日（水） 午前10時30分～11時 語り手：メルヘンクーゲル
ふきのとう　おはなし会 4階読み聞かせ

スペース
自由参加（定員：15人）　参加費無料

5月17日（土） 午後２時～２時30分 読み手：ふきのとう
親子でふれあうベビーマッサージ

4階読み聞かせ
スペース

自由参加（定員：保護者含め20人）　参加費無料

5月19日（月） 午前11時30分～午後0時30分 講師：講師：清清
し み ずし み ず

水水由由
ゆ かゆ か

香香さんさん
（助産師・楽育ベビーマッサージ講師）（助産師・楽育ベビーマッサージ講師）

キッズBOOKタイム 4階多目的室 自由参加　参加費無料
毎週日曜日 午後2時～2時30分 読み手：図書館スタッフ読み手：図書館スタッフ
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図書館だより
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４月に誕生日を
迎える

子どもたちです
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（落合町阿部）
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長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます
100歳（大正14年生まれ）の誕生日を迎えられた人へ記念品や花束をお贈りし、長寿を祝いました。
市内で100歳以上の人は３月31日現在、78人（男性12人、女性66人）です。

川
かわかみ

上 妙
た え こ

子さん

（備中町西油野）
森
もりさき

㟢 乙
おとろう

郎さん

（宇治町宇治）
古
ふるたに

谷 春
は る こ

子さん

（川上町高山）
妹
せ の お

尾　琴
こと

さん

（川上町仁賀）
中
なかやま

山 好
よ し こ

子さん

（巨瀬町）

送ってください　締め切り４月25日（金）
５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住
のお子さんの写真を広報たかはし、行政放送、
市ウェブサイトなどで公開します。お子さん
の氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、
住所、応募者の氏名、電話番号を明記して送
付してください。市ウェブサイトでも応募で
きます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表
のもので、漢字にはふりがなを付けてくださ
い。氏名（ふりがな）・年齢・住所（市内のみ）・
電話番号を明記して投稿してください。なお、
紙面の都合上、掲載できない場合があります。
問（送り先）〒716-8501〔住所不要〕
広報たかはし「市民のページ」係　☎ 21-0210
　 koho@city.takahashi.lg.jp

0866－22－40560866－22－4056 備北液化ガス販売㈱
お問い合わせはお気軽にどうぞ！

庭木剪定いたします
草取りや定期的なお手入れもご相談下さい

お庭の樹木のボサボサが気になる季節です

見積り
無料
見積り
無料

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください
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友だち追加・フォロー・チャンネル登録お願いします！

問秘書企画課 ☎0866-21-0210

東京ホテイソン
出演 PR動画を
Youtube にて
公開中！ＳＮＳを活用

した

情報発信
をしていますＳＮＳ活用

情報発信

声の広報声の広報

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  2 5 , 7 2 2 2 5 , 7 2 2 -179-179

男 性  1 2 , 5 0 9 1 2 , 5 0 9 -101-101

女 性  1 3 , 2 1 3 1 3 , 2 1 3 -78-78

世帯数  1 3 , 0 1 0 1 3 , 0 1 0 　-73　-73
（令和７年３月末現在・外国人含む）

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

人　口 高梁いんふぉ
桜
が
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こ
ろ
び
、
春
の
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る
季
節
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私
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署
に
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初
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て
の
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事
に
不
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も
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す
が
、
新
し
い
出
会
い
や
挑
戦
に
心

が
躍
る
思
い
で
す
。
春
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し
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